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マルチフラクタルによる日本の標高データの非線形解析
Nonlinear analysis of elevation data of Japan by using multifractal
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数値地図 50mメッシュ（標高）を用いて，地形のマルチフラクタル解析を行った．まず各２次メッシュごとに，スペ
クトル解析により「標高の場」がマルチフラクタル性を持つことを確認した．次に，標高データが Lovejoy and Schertzer
(2007などで解説されている）の universal modelで表現できると仮定し，モデルで用いられる３つのパラメータを同定し
た．現在までに得られている結果は以下のとおりである．(1)３つのパラメータのうち，alphaと呼ばれるものは，東西方
向，南北方向とも同じような値で，等方的である．(2)alphaは，陸の端（海と接する部分）で低い値を持つ．(3)得られ
たalphaは，Gagnonらの値よりかなり小さかった．この理由が，同定のルーチンに起因するものなのか，解析領域が異
なることに起因するものか，今後検討する．
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